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9
月
1
日
は
防
災
の
日
。

関
東
大
震
災
発
生
で
死

者･

行
方
不
明
者
10
万

以
上
を
だ
す
災
害
だ
っ
た
。
ま
た
、

伊
勢
湾
台
風
も
９
月
26
日
に
明
治

以
降
最
大
の
死
者
行
方
不
明
５
千

人
以
上
の
大
被
害
を
起
こ
し
て
い

る
。
こ
の
機
会
に
普
段
出
来
な
い

災
害
発
生
時
の
備
え
が
必
要
と
思

い
保
存
食
や
水
等
を
用
意
し
た
。

▼
し
か
し
、
一
番
必
要
な
の
は
個

人
の
備
え
で
な
く
行
政
で
の
備
え

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
南
海
ト

ラ
フ
地
震
と
首
都
直
下
地
震
の
防

災
対
策
と
し
て
政
府
は
10
年
間
で

8
割
の
死
者
を
減
ら
す
と
数
値
目

標
を
決
め
た
が
根
拠
は
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
▼
東
南
海
ト
ラ

フ
線
上
に
は
愛
媛
・
伊
方
原
発
や

静
岡
・
浜
岡
原
発
が
あ
り
、
政
府

や
財
界
は
こ
れ
ら
の
原
発
再
稼
動

に
躍
起
だ
。
活
断
層
が
直
下
に
あ

る
浜
岡
原
発
稼
働
中
に
地
震
が
発

生
し
た
場
合
を
想
定
し
た
だ
け
で

も
目
標
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
で
な
い
だ

ろ
う
。
▼
ま
た
、
東
日
本
大
震
災

で
大
規
模
に
発
生
し
た
大
津
波
や

液
状
化
対
策
に
つ
い
て
も
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
。
東
京
で
は
、
早
く
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
と
沿
岸
部
で
の

大
規
模
再
開
発
が
、
地
震
を
忘
れ

た
か
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。

東
京
で
関
東
大
震
災
並
み
の
地
震

が
起
き
る
こ
と
を
想
定
し
た
対
策

が
重
要
だ
。
▼
か
つ
て
日
本
が
出

来
も
し
な
い
地
震
発
生
特
定
に
躍

起
に
な
っ
て
い
る
時
に
、
ア
メ
リ

カ
で
は
地
震
が
発
生
し
た
場
合
を

想
定
し
て
被
害
を
い
か
に
低
く
抑

え
る
こ
と
が
出
来
る
か
の
研
究･

対

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
研

究
遅
れ
を
取
り
戻
し
て
い
る
の
か

疑
問
だ
。
い
い
加
減
に
、
開
発
優

先
政
策
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会
東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

「会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を願っ

て創られました。正規・非正規を問わず誰

でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職場

を明るくする会」で検索して下さい。
花言葉：思案

は
ぎ

「
み
ん
な
で
進
め
る
職
場
の
改
善
・

心
と
か
ら
だ
の
健
康
管
理
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
全
国
労
働
衛
生
週
間
準
備
月
間

が
９
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

異
常
な
職
場
の
実
態

「
時
間
外
労
働
が
多
い
」
と
感
じ
て
い

る
組
合
員
が
２
５
％
。
「
体
調
に
支
障

を
き
た
す
ほ
ど
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
感
じ
て
い

る
」
が
３
２
％
。
年
休
取
得
に
つ
い
て

も
「
ほ
と
ん
ど
取
れ
な
い
」
が
２
０
．

５
％
で
、
理
由
は
「
業
務
都
合
」
が
８

４
．
７
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。
（
組
合

員
意
識
調
査
）

夜
十
時
ま
で
の
仕
事
が
当
た
り
前

「
毎
日
夜
１
０
時
近
く
ま
で
残
る
日
が

多
く
、
帰
れ
な
い
時
は
仮
眠
後
、
次
の

日
も
夜
１
０
時
近
く
ま
で
業
務
す
る
こ

と
も
。
も
っ
と
泊
り
込
み
が
多
か
っ
た

人
も
い
る
」
「
予
算
の
関
係
で
残
業
は

一
時
間
し
か
つ
け
ら
れ
ず
、
あ
と
は
サ
ー

ビ
ス
残
業
で
す
」
ま
た
あ
る
設
計
の
職

場
で
は
「
残
業
が
多
く
、
死
ぬ
か
と
思
っ

た
」
と
い
う
悲
痛
な
声
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
７
〜
８
月
に
３
９
歳
、
４

１
歳
、
４
２
歳
の
在
職
死
亡
が
３
名
あ

り
、
業
務
と
の
関
連
性
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
抜
本
的
改
善
策

労
使
で
立
て
た
目
標
の
「
時
間
外
労

働
６
０
時
間
超
過
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
・

年
休
所
得
日
数
６
日
未
満
者
を
ゼ
ロ
に

す
る
」
で
は
あ
ま
り
に
も
低
す
ぎ
ま
す
。

残
業
が
当
た
り
前
の
工
数
計
画
を
改

め
、
年
休
消
化
１
０
０
％
を
前
提
に
し

た
人
員
配
置
を
実
施
す
る
な
ど
、
抜
本

的
改
善
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

あなたの職場のブラック度チェック

□職場では月平均４０時間以上の残業をし

ている人が多い

□残業代があらかじめ給与に含まれている

□裁量を与えられていないのに、裁量労働制を理由に残業代

が支払われない

□成果主義による評価を理由に降格や賃金を下げられる

□同じ仕事をしているのに女性と男性の給与格差がある

□有給休暇が取れない、有給休暇の取得に理由が必要

□産休・育休を申請しても取れない

□毎年のように病休者（うつ病などメンタル障害）がでる

□３年以内に辞める人が多い

□パワハラがある、業績が悪いと退職強要される

□性的な嫌がらせ（セクハラ）を受ける

□会社に言いなりの労働組合がある

□労働組合の結成が禁じられている

□個人加盟の組合員であることを理由に、会社から嫌がらせ

がある

□社訓や理念などのスローガンを唱和させられる

□追い出し部屋（キャリア開発センターなど）がある

□非正規社員の毎年の雇い止めがある

□同じ仕事をしているのに、正社員と非正規社員との給与格

差がある

□非正規社員の契約書がない。労働条件が明示されていない

□定年後の再雇用の保障がされていない、雇用先が外部委託

会社など

あなたの判定は？
＜チェック項目のうち該当する項目の数が・・・＞

０：ホワイト

１～４：薄いグレー

５～１０：濃いグレー

１１～２０：ブラック

＜電機労働者懇談会作成＞

＊当会ホームページからでもできます。

「残業が多くて死ぬかと思った」
健康で働きたいという願いが

かなえられていますか？

遅々として進まない長時間労働の改善

全国労働衛生週間準備月間始まる（９／１～３０）



損益計算書 　　　　　貸借対照表
投資有価証券 退職給付

年度３月期 　　計上額 累計利益
２０１３年 88 286 ー

２０１４年 113 326 116

増加額 25 40 116

　為替差益

13,487 

26,936 

45,915 

9,857 

22,904 

41,898 

0

10,0 00

20,0 00

30,0 00

40,0 00

50,0 00

２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 

見なし株式上位１０銘柄の簿価 （１００万円）  

全体の９割をヒューリック社が占める  

10銘柄簿価  ヒ社簿価 

1516 1435 
1315 

1173 1085 1020 
869 

764 

各国の最低賃金比較 （２０１４年６月） 

1 73  
19 1  
1 99  
20 2  
2 11  
2 22  
2 34  
2 36  
2 36  
25 1  
25 3  
2 59  
2 59  
2 61  
26 4  
2 6 8 
2 6 8 
2 7 9 
2 8 0 
2 8 0 
2 8 2 
2 8 2 

30 0 
3 07  

3 68  
3 75  

0 20 0 4 00

フランス  
イタリア  

フィンランド  
ベルギー 
デンマーク  

ドイツ  
ポーランド  
スロベニア  
オランダ  
ノルウェー  
アメリカ  

＊ＯＥＣ Ｄ…  
イギリ ス 

ハンガリー  
エストニア  

スウェーデン  
カナダ  

ニュ ージーラ …  
アイルランド  
スペイン  
トルコ  
韓国  

ポルトガル  
オーストリア  

メキシコ  
日本  

868,353 

583,920 

500,000

700,000

900,000

92年 94年 96年 98年 00年 02年 04年 06年 08年 10年 12年 

★ なくそう貧困・格差 守ろう生活 変えよう政治 ★ ２ ０ １ ４ 年 ９ 月 第 ３ １ ４ 号

安
全
上
も
早
め
の
対
策
を
！

【
埼
玉
・
本
庄
】

２
月
の
大
雪
で
被
害
に
あ
っ

た
、
３
期
工
場
の
部
材
搬
入
口

の
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
テ
ン
ト
は
、

壊
れ
た
ま
ま
に
な
り
半
年
が
た
っ

て
い
ま
す
。
雨
天
時
に
、
納
入

部
材
が
濡
れ
る
の
を
防
ぐ
な
ど

必
要
で
し
た
。
な
い
た
め
に
、

雨
天
時
の
搬
入
作
業
で
は
、
製

品
が
雨
に
濡
れ
る
の
を
防
ぎ
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
な
ど
気

を
使
っ
た
作
業
と
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
を
傾
斜
の
あ
る
屋

根
の
あ
る
通
路
に
止
め
た
積
み

下
ろ
し
の
作
業
に
な
り
。
不
安

定
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

心
配
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

９
月
末
ま
で
に
は
設
置
工
事
を

行
う
予
定
と
の
こ
と
、
安
全
上

も
早
め
の
対
策
が
必
要
だ
っ
た

の
で
は
。

変
わ
っ
た
！
広
い
ロ
ッ
カ
ー
と

モ
ダ
ン
な
食
堂

【
群
馬
・
富
岡
】

夏
休
み
明
け
、
身
近
な
所
で
、

二
つ
の
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
は
、
ロ
ッ
カ
ー
で

す
。
靴
が
そ
ろ
え
て
入
ら
な
い

狭
さ
で
、
改
善
を
求
め
る
声
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
広
い
ロ
ッ
カ
ー
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
広
く
て
ゆ
っ
た
り

し
て
い
る
の
で
、
荷
物
も
、
靴

も
ゆ
っ
た
り
と
入
り
と
て
も
便

利
に
な
り
ま
し
た
。
『
広
く
な
っ

て
良
か
っ
た
ね
』
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
女
子
更
衣
室

に
は
、
狭
い
ロ
ッ
カ
ー
も
残
っ

て
い
る
よ
う
で
、
「
シ
ョ
ッ
ク

を
う
け
た
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
早
期
に
改
善
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

二
つ
目
は
、
食
堂
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
す
。
が
ら
っ
と
雰
囲
気

が
変
わ
り
明
る
く
モ
ダ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
、
い
す
、

食
器
、
職
員
の
制
服
な
ど
す
べ

て
変
わ
り
ま
し
た
。
ス
ペ
シ
ャ

ル
メ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
が
常
設
さ

れ
、
定
食
の
小
鉢
が
選
べ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー

が
充
実
し
、
昼
飯
の
楽
し
み
が

ふ
え
ま
し
た
。

新
駅
誕
生
で

通
勤
が
楽
に
な
る
と
の
期
待

【
東
京
・
芝
浦
】

最
近
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
と
な
っ

て
い
る
山
手
線
の
品
川
と
田
町

の
間
に
３
０
駅
目
の
新
駅
誕
生
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
港
区
・
芝
浦
）
に
横
浜
や
渋

谷
・
新
宿
方
面
か
ら
通
勤
の
人

た
ち
の
間
で
通
勤
が
楽
に
な
る

の
で
は
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
品
川
駅
か
ら
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
に
歩
い
て
通
勤
し

て
い
る
人
も
い
る
の
で
Ｊ
Ｒ
の

発
表
し
て
い
る
新
駅
の
場
所
が

田
町
駅
に
行
く
距
離
と
差
が
な

い
上
に
、
朝
夕
の
田
町
駅
の
混

雑
を
考
え
る
と
こ
ち
ら
の
方
が

は
る
か
に
便
利
に
な
り
そ
う
だ

か
ら
だ
。
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
暫

定
開
業
す
る
そ
う
な
の
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
の
周
り
に
も
変

化
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

電
機
連
合
の
組
合
員
数

ピ
ー
ク
時
の
２
８
万
人
減

電
機
情
報
産
業
の
人
員
削
減

は
過
去
３
年
で
約
２
４
万
人
超
。

電
機
連
合
の
組
織
人
数
は
過
去

１
８
年
で
約
２
８
万
人
減
少
。

１
４
年
３
月
期
・
沖
電
気
グ

ル
ー
プ
は
０
１
年
比
で
従
業
員

数
は
４
，
５
３
６
人
減
の
２
１
，

０
９
０
人
、
労
組
員
数
は
７
，

９
３
４
人
減
の
７
，
７
５
６
人

と
な
り
、
組
織
率
は
６
１
．
２

％
か
ら
３
６
．
８
％
に
低
下
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

●

持
論
抗
論

●

新
「
安
全
神
話
」

原
発
再
稼
働
へ

九
州
電
力
川
内
原
発
１
，

２
号
機
（
鹿
児
島
）
が
原
子

力
規
制
委
員
会
の
審
査
を
ク

リ
ア
し
て
再
稼
働
す
る
見
通

し
に
な
っ
て
い
る
。

火
山
対
策
は
十
分
な
審
査

な
し
、
避
難
計
画
は
未
策
定
、

「
安
全
」
の
担
保
な
し
の
合

格
だ
。
国
は
「
再
稼
働
の
判

断
に
は
関
与
し
な
い
」
と
責

任
逃
れ
の
姿
勢
。
原
発
輸
出

に
力
を
入
れ
る
国
、
住
民
よ

り
企
業
利
益
優
先
の
施
策
だ
。

為
替
差
益
は
１
１
３
億
円

株
価
で
資
産
２
３
０
億
円
超
の
増
加

（
投
資
＋
み
な
し
保
有
株
式
の
合
計
）

沖電気を考える 【第７９回】

円安・株高で利益拡大 社員に還元を

退
職
給
付
会
計
で
は
１
１
６
億
円
の
累
計
利
益
に

◆アベノミクスの経済政策の影響もあり、

１９９６年以来１８年ぶりに２００億円を超

える純利益をあげました。（１４年３月期）

◆退職給付会計は、信託契約として運用され

ているみなし株が貸借対照表計上額で前年比

で１９０億円超増加して、退職給付に必要な

額より資産が上回り、累計１１６億円の利益

・ヒューリック社：不動産大手企業

（億円）

日本の雇用の在り方

国連（社会権規約委員会）も懸念・勧告

■
指
摘

日
本
の
最
賃
は
「
最
低
生

存
水
準
お
よ
び
生
活
保
護

水
準
を
下
回
っ
て
い
る
」

２０１３年 委員会は日本の雇用

制度に対して、賃金格差、非正規雇

用、長時間労働、最低賃金など多岐

にわたり、日本政府に効果があがる

ような措置を求める勧告をしている。

↓最賃と長時間労働の実態を検証。

日
本
男
性
の
労
働
時
間

フ
ラ
ン
ス
の
２
倍
超

日
本
の
労
働
時
間
は
３
７

５
分
で
フ
ラ
ン
ス
と
較
べ
て

一
日
あ
た
り
３
時
間
２
２
分

も
長
く
働
い
て
い
る
。
有
給

休
暇
の
増
加
と
取
得
促
進
や

残
業
の
上
限
規
制
な
ど
の
対

策
が
必
要
で
す
。

▼
１
５
歳
〜
６
４
歳
の
男
性
の
一
日
あ
た
り
の
労
働
時
間
（
分
）

年
間
総
労
働
時
間
を
３
６
５
日
で
割
り
算
し
た
数
字

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

２
０
１
４
年
３
月

２
６
ヶ
国
調
査
デ
ー
タ
）

・アメリカは大統領公約

■
指
摘

過
労
死
防
止
の
た
め
に
長
時
間
労
働
の
防
止
を

最
賃
１
０
０
０
円
以
上
の

早
期
達
成
が
急
務
で
す
。

電機連合の組合員数の推移


